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の
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序歳
貢
額
に
つ
い
て

歳
貢
の
開
始
に
つ
い
て

歳
貢
の
経
過
と
減
額
に
つ
い
て

結一
、
序

陸
－

筆
者
は
先
に
「
天
聴
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
蔵
幣
に
つ
い
て
」
論
じ
た
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
朝
鮮
国
王
来
書
簿
を
基
に
し
て
、
天
聴
年
間

の
朝
鮮
の
議
幣
の
回
数
や
品
目
や
数
量
に
つ
い
て
考
察
し
、
旧
来
の
説
を
幾
ら
か
訂
正
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
本
論
は
同
じ
く
朝
鮮
国
王
来

監
2

書
簿
、
同
来
書
に
附
載
さ
れ
る
礼
単
に
よ
っ
て
朝
鮮
の
歳
幣
を
崇
徳
年
聞
に
限
っ
て
考
察
す
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
藩
陽
日
記
、
渚
陽
状

啓
等
の
根
本
的
な
史
料
が
あ
り
、
ま
た
清
、
朝
鮮
の
実
録
が
あ
る
。
そ
れ
ら
も
必
要
に
応
じ
て
参
照
し
つ
つ
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

朝
鮮
側
で
い
う
丁
卯
（
後
金
天
聴
元
年
）
と
丙
子
（
清
崇
徳
元
年
）
の
虜
乱
は
後
金
H
清
と
朝
鮮
と
の
関
係
を
転
換
さ
せ
る
劃
期
を
な
す
。

了
卯
の
虜
乱
に
よ
っ
て
朝
鮮
は
後
金
と
弟
兄
の
関
係
と
な
り
、
明
と
の
君
臣
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、
明
と
対
戦
中
の
後
金
と
の
聞
に
友
好
親

善
を
強
制
さ
れ
た
。
丙
子
の
虜
乱
の
結
果
は
、
朝
鮮
は
清
に
征
服
さ
れ
、
君
臣
関
係
を
結
ば
せ
ら
れ
、
明
と
の
断
交
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
即

ち
天
聴
期
は
両
国
は
兄
弟
と
し
て
ほ
ぼ
対
等
的
立
場
で
友
好
関
係
に
あ
っ
た
が
、
崇
徳
期
は
宗
主
従
属
の
君
臣
関
係
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。
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歳
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天
聴
期
に
お
け
る
朝
鮮
の
貢
献
は
対
等
の
友
好
関
係
と
い
う
立
場
を
固
執
し
よ
う
と
し
た
。
従
っ
て
そ
の
貢
献
は
対
等
友
好
国
家
聞
の
交
際

の
礼
腫
と
し
て
初
め
は
決
し
て
多
額
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
圏
内
で
は
こ
れ
を
御
夷
撫
夷
の
た
め
の
支
出
と
す
ら
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
後
金
は
征
服
者
的
立
場
を
も
っ
て
朝
鮮
に
対
し
、
一
定
の
歳
幣
や
、
朝
鮮
の
明
に
対
す
る
貢
献
や
礼
待
と
同
一
の
も
の
を
要
求
し
よ
う
と

し
た
が
、
朝
鮮
の
拒
否
に
よ
っ
て
、
天
聴
期
の
前
半
は
朝
鮮
の
自
主
的
貢
献
即
ち
友
好
的
交
際
と
し
て
の
可
な
り
少
額
の
贈
与
を
承
認
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
当
時
後
金
の
国
際
的
に
孤
立
し
た
状
態
が
朝
鮮
に
対
し
て
強
引
な
態
度
を
と
る
の
を
降
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
併
し
蒙
古
経
略

の
進
展
と
中
国
侵
入
な
E
に
よ
る
国
威
の
発
揚
、
国
力
の
充
実
に
よ
っ
て
、
漸
く
朝
鮮
に
強
圧
的
態
度
で
臨
む
様
に
な
り
、
貢
献
に
つ
い
て
、

天
聴
五
年
間
十
一
月
の
増
額
要
求
、
同
六
年
十
一
月
の
従
来
の
十
倍
に
の
ぼ
る
増
額
要
求
を
つ
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
名
目
数
量
は
毎
年

腰 花 大 瀬皮 麻！金万 席 紙 布｜百四
十 百 千 百 千

口 条 帳 張 疋 両

JI国 胡 次 11<. 細 銀
刀 概 持兵 牛 布

角 千
十 千 百 万

口 石 峡 国リ 疋 両

豹｜綿松 緑 音E 蘇
羅 皮 文細 木 皮 紬茶
一一席 一 千
百 百 百 百

包 張 条 勧 張 疋

陸
S

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
増
額
要
求
は
後
金
の
使
者
巴
都
礼
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
、
後
文
に
は
巴
都
礼
貢
額
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て
朝
鮮
は
増
額
を
免
れ
よ
う
と
し
、
或
は
縮
減
し
よ
う
と
努
め
た
が
、
後
金
の
強
圧
に
よ
り
次
第
に
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

天
聴
十
年
三
月
の
朝
鮮
の
貢
額
は
朝
鮮
国
王
来
書
簿
の
礼
単
に
よ
れ
ば
、



全 大 胡 紙 豹 綿

鰻 喪 刀 根 類 皮 類紬

十 十
五 八

十 千 十 百
目白 斗 口 石 供 張 匹

一
銀 茶 丹 青草

警富喜
麻布類

杏 木 文

十
百 席

八
百 百

斗 封 勧 条 匹
四
百

乾柿 黄 好 花
張 木

栗 刀 府 綿
子
十 百 類五 十

十 斗 口 条 万
貼 匹

で
あ
り
、
金
、
銀
、
水
牛
角
等
朝
鮮
土
産
に
あ
ら
ず
と
し
て
朝
鮮
が
貢
献
を
拒
ん
だ
も
の
以
外
は
、
巴
都
礼
貢
額
に
ほ
ぼ
近
い
。
そ
の
不
足
分

は
秋
季
に
追
加
貢
献
す
る
か
、
他
の
貢
献
分
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
で
あ
ろ
う
。
即
ち
天
聴
十
年
に
な
る
と
、
後
金
側
の
貢

献
増
額
要
求
は
達
成
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

天
聴
十
年
四
月
後
金
は
大
清
と
改
号
し
、
崇
徳
と
改
元
す
る
こ
と
を
き
め
、
翌
五
月
は
即
ち
崇
徳
元
年
五
月
と
な
る
。
そ
の
年
十
二
月
に
清

太
宗
の
第
二
回
朝
鮮
侵
入
即
ち
丙
子
虜
乱
が
起
り
、
両
月
を
越
え
ず
し
て
朝
鮮
は
敗
北
し
、
崇
徳
二
年
正
月
三
十
日
朝
鮮
国
王
李
保
は
漢
江
東

岸
の
三
田
渡
に
お
い
て
降
服
の
礼
を
納
め
、
臣
従
を
誓
っ
た
。
降
服
の
条
件
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
貢
献
に
関
す
る
も

の
は其
万
寿
節
及
中
宮
千
秋
皇
子
千
秋
、
冬
至
、
元
旦
、
及
慶
弔
等
事
、
倶
行
貢
献
之
礼
、
並
遺
大
臣
及
内
官
奉
表
：
：
：

毎
年
進
貢
一
次
、
其
方
物
数
目
、
黄
金
百
両
白
銀
千
両
水
牛
角
二
百
対
豹
皮
百
張
鹿
皮
百
張
茶
千
包
水
瀬
皮
四
百
張
青
鼠

皮
三
百
張
胡
根
十
斗
腰
刀
二
十
六
日
順
万
二
十
口
蘇
木
二
百
肋
大
紙
千
巻
小
紙
千
五
百
巻
五
瓜
龍
帯
四
領
各
様
花
帯
四

十
領
白
苧
布
二
百
疋
各
色
綿
紬
二
千
疋
各
色
細
麻
布
四
百
疋
各
色
細
布
万
疋
布
千
四
百
疋
米
万
包

崇
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て

ハ
江
嶋
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四

健
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で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
貢
献
は
二
つ
で
あ
る
。
国
家
再
造
の
謝
恩
、
臣
従
の
儀
礼
と
し
て
、
そ
の
一
は
循
礼
貢
献
で
あ
り
、
第
二
は
毎
年

一
次
の
歳
貢
で
あ
る
。
循
礼
貢
献
と
し
て
常
例
的
な
も
の
は
太
宗
、
中
宮
、
皇
子
の
誕
生
日
の
貢
献
、
冬
至
節
と
元
旦
の
貢
献
の
五
回
で
あ

り
、
臨
時
的
な
も
の
は
慶
弔
の
際
の
貢
献
で
あ
る
。
こ
れ
は
臣
従
者
と
し
て
、
そ
の
主
君
に
対
す
る
慶
賀
弔
慰
の
意
を
表
す
も
の
で
、
そ
の
後

で
主
君
の
方
か
ら
も
若
干
の
贈
与
が
回
賜
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
歳
貢
は
征
服
者
が
被
征
服
者
に
課
し
た
貢
納
で
あ
り
、
反

臨

5

対
給
付
と
し
て
の
回
賜
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
後
者
の
麗
貢
（
歳
幣
）
を
取
り
あ
げ
、
循
礼
貢
献
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
。

二
、
歳
貢
額
に
つ
い
て

前節に掲げた巴都礼貢献額と、崇徳二年正月降服条件として朝鮮に課された歳貢額を先ず表示して比較してみる。

1巴都礼貢額｜歳貢額

金 100両 100両

銀 1000両 1000両

水牛角面 100副 200副

豹 皮 100張 100張

11< 鍛 皮 400張 400張

緑皮（青鼠皮〕 200張 300張

鹿 皮 100張

E蚤 刀 20ロ 26ロ

JI質 万 20ロ 20ロ

胡 淑 10斗 10斗

茶 200包 1000包

龍 文 席 1条 4領

花 席 100条 40領

蘇 木 200勧 200紡

大 紙 1000峡 1000巻

次紙（小紙〉 10001扶 1500巻

白 苧 布 200疋

麻 布 1000疋 400疋

綿 紬 1000疋 2000疋

各色細布 10000疋 10000疋

布 （白木綿〕 1400疋

米 10000包



巴
都
礼
貫
一
口
聞
に
緑
皮
と
あ
る
は
、
天
聴
九
、
十
年
の
朝
鮮
国
王
来
書
簿
礼
単
に
育
黍
皮
と
示
さ
れ
て
い
る
。
歳
貢
品
の
青
鼠
皮
と
同
じ
品
目
で
あ
る
。

花
席
、
鵠
文
席
の
領
は
礼
単
に
張
と
あ
り
、
条
、
張
、
領
は
同
単
位
で
あ
る
。
紙
の
峡
も
礼
単
で
は
巻
で
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
秋
、
巻
も
同
単
位
で

あ
る
。

右
表
に
見
る
ご
と
く
、
歳
貢
品
目
が
巴
都
礼
貢
品
よ
り
増
加
し
て
い
る
の
は
鹿
皮
、

白
苧
布
、

布
、
米
の
み
で
、

そ
の
他
は
同
じ
品
目
で
あ

る
。
た
だ
し
布
は
来
書
簿
の
礼
単
に
よ
る
と
白
木
綿
で
あ
り
、
細
布
と
あ
る
の
は
各
色
木
綿
で
あ
る
か
ら
、
品
種
の
増
加
で
は
な
く
、
特
に
白

木
綿
を
品
目
と
し
て
指
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
局
、
鹿
皮
（
百
張
）
白
苧
布
（
二
百
疋
）
米
（
万
包
）
が
巴
都
礼
貢
品
に
新
た
に
追
加
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
同
品
百
で
数
量
の
増
額
さ
れ
た
の
は
、
水
牛
角
が
百
副
、
青
鼠
皮
が
百
張
、
腰
刀
が
六
日
、
龍
文
席
が
三
張
、
小
紙
が

五
百
巻
、
綿
紬
が
千
疋
、
茶
が
八
百
包
で
あ
る
。
逆
に
減
額
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
花
席
が
六
十
張
、
麻
布
が
六
百
疋
で
あ
る
。
金
、
銀
、
豹

皮
、
水
瀬
皮
、
順
万
、
胡
根
、
蘇
木
、
大
紙
、
細
布
は
品
数
共
に
同
一
で
あ
る
。
二
つ
の
貢
額
を
比
較
し
て
み
る
と
、
米
万
包
を
除
き
、
両
者

に
大
き
な
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
。
兄
弟
友
好
関
係
時
期
の
貢
献
と
、
君
臣
主
従
関
係
に
変
っ
た
後
の
歳
貢
と
の
聞
に
は
、
当
然
大
き
な
変
化

増
額
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
の
に
、
米
万
包
を
除
い
て
は
、
殆
ん
ど
変
更
が
な
い
こ
と
は
不
思
議
と
言
え
る
。
追
加
さ
れ
た
米
万
包
が
、
兄

弟
関
係
か
ら
君
臣
関
係
へ
の
転
換
を
象
徴
す
る
に
足
る
歳
幣
価
値
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
か
、
或
は
兄
弟
関
係
の
両
国
間
に
、
す
で
に
実
質

的
に
は
君
臣
関
係
に
相
当
す
る
歳
貢
が
実
現
し
て
い
て
、
崇
徳
二
年
に
は
改
め
て
君
臣
関
係
に
ふ
さ
わ
し
い
増
額
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
か
で
あ
ろ
う
。

米
万
包
の
添
加
は
戦
敗
の
朝
鮮
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
包
と
い
う
単
位
は
我
国
の
俵
な
ど
を
思
わ
せ
る
。
運
搬
等

に
適
し
た
量
に
包
装
さ
れ
た
単
位
を
指
す
か
の
様
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
を
俵
と
同
じ
く
四
斗
の
包
と
す
れ
ば
、
万
包
は
二
千
五
百
石
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
歳
幣
額
と
し
て
用
い
た
包
が
別
に
石
で
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
藩
陽
日
記
己
卯
（
崇
徳
四
年
）
十
一
月
二
十
九
日
の
条
に

は
「
歳
幣
中
。
大
米
一
二
千
石
陳
腐
。
須
即
改
納
」
と
あ
る
。

こ
の
表
現
は
歳
幣
米
の
う
ち
一
部
分
が
陳
腐
で
あ
る
か
ら
即
刻
改
納
せ
よ
と
い

う
意
味
に
理
解
さ
れ
る
。

万
包
が
も
し
二
千
五
百
石
で
あ
れ
ば
、

一
二
千
石
は
そ
の
大
部
分
と
な
り
、

大
米
一
二
千
石
陳
腐
な
ど
と
は
い
わ

山
宗
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て

（
江
嶋
）
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ー」，、、

ず
、
も
っ
と
強
い
表
現
に
な
る
筈
で
あ
る
。
包
は
四
斗
な
ど
で
は
な
い
様
で
あ
る
。
李
朝
実
録
仁
祖
二
十
二
年
八
月
戊
寅
の
条
に
、
仁
祖
と
世

子
に
随
従
し
て
清
朝
の
入
闘
に
同
行
し
た
李
株
と
の
問
答
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
、
李
株
帰
国
の
時
に
渚
陽
で
清
の
通
訳
鄭
命
寿

と
世
子
と
の
聞
に
交
さ
れ
た
問
答
、
及
び
世
子
が
李
株
に
言
っ
た
言
葉
が
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

株
日
。
臣
自
藩
出
来
之
時
。
鄭
訳
詞
於
世
子
。
且
言
前
日
所
送
之
米
不
多
。
世
子
日
。
然
則
当
如
歳
貢
之
数
耶
。
命
寿
言
。
何
必
如
是
之
多

乎
。
命
寿
出
。
世
子
言
於
臣
目
。
冬
前
先
送
五
千
石
。
春
来
又
送
五
千
石
。
必
充
万
石
之
数
。
可
充
其
欲
。
須
以
此
意
啓
知
干
大
朝
云
。

北
京
定
鼎
、
庶
事
草
創
の
際
、
既
に
減
額
或
は
預
倍
さ
れ
て
い
た
歳
貢
米
（
後
述
）
を
多
少
で
も
増
添
さ
せ
よ
う
と
の
清
の
意
向
に
対
し
て
、

世
子
は
考
え
る
所
が
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
嘗
て
の
蔵
貢
額
の
満
額
を
こ
の
際
送
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
計
万
石
は
歳
貢
米
万
包
に
相
当
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す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
例
を
以
て
包
を
石
と
す
る
に
は
若
干
の
危
倶
が
残
る
が
、
今
は
上
例
に
よ
り
包
を
石
と
見
て
お
く
。
と
す
れ
ば
一
万

石
中
そ
の
一
部
分
で
あ
る
大
米
一
二
千
石
が
陳
腐
で
あ
る
か
ら
改
納
せ
よ
と
い
う
漉
陽
日
記
の
文
意
を
無
理
な
く
解
し
得
る
様
で
あ
る
。

一
万
石
の
米
を
朝
鮮
か
ら
満
州
へ
運
輸
す
る
の
は
大
変
な
労
費
で
あ
り
困
難
で
あ
っ
た
。
李
朝
実
録
仁
組
十
七
年
（
崇
徳
四
年
）
十
月
丙
午

の
条
に
運
競
幣
米
於
鳳
且
城
。
清
国
戸
部
官
不
卸
点
納
至
於
両
朔
。
人
馬
多
死
。

と
見
え
る
の
で
、
こ
の
年
の
議
貢
米
は
義
州
経
由
陸
運
し
て
鳳
恩
城
に
納
入
さ
れ
た
。
し
か
し
点
納
が
遅
れ
て
、
恐
ら
く
糧
食
糧
草
が
不
足
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
人
馬
が
多
く
死
ん
だ
と
あ
る
。
し
か
も
こ
の
年
、
折
柄
の
遼
酉
戦
争
の
軍
糧
と
す
べ
く
、
「
以
明
年
貢
米
一
万
包
。
戴
送
到

践
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泊
於
三
文
小
陵
大
陵
河
之
間
」
と
い
う
指
示
が
あ
り
、
貢
米
は
必
ず
し
も
近
い
鳳
恩
城
納
入
と
は
限
ら
ず
、
清
側
の
必
要
に
応
じ
て
、
海
州
、

伊
州
（
義
州
）
、
錦
州
な
ど
に
も
輸
納
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
時
に
は
陸
運
し
、
時
に
は
水
運
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

水
運
に
は
漂
没
や
敵
襲
の
、
陸
運
に
は
役
夫
、
馬
、
牛
、
車
の
倒
弊
損
壊
等
の
難
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
が
「
貢
米
輸
運
之
難
」
を
訴
え
て
い
る
の

は
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
李
朝
実
録
仁
祖
十
八
年
十
二
月
壬
成
の
条
に
見
え
る
領
議
政
洪
瑞
鳳
と
清
訳
鄭
命
寿
と
の
問
答
に

命
寿
目
。
聞
本
国
己
備
四
百
匹
馬
。
為
運
銅
之
用
云
。
莫
若
先
買
一
輪
車
二
百
輔
。
駕
之
以
馬
。
分
番
相
替
則
一
馬
所
運
計
不
下
三
石
云
。



と
あ
り
、
藩
陽
日
記
辛
己
〈
崇
徳
六
年
）
八
月
二
十
七
日
庚
午
に

金
汝
老
及
金
武
臣
軍
官
。
領
運
糧
車
子
四
十
四
輔
。
載
大
小
米
八
十
八
石
。
自
遼
東
入
来
。

と
あ
り
、
同
じ
く
八
月
の
西
行
日
記
中
に

又
修
葺
車
子
三
十
輔
。
備
牛
三
十
頭

と
あ
り
、
そ
の
説
明
に
コ
車
容
載
米
三
石
。
牛
弱
則
二
石
」
と
記
し
、
同
じ
く
九
月
初
九
日
壬
午
に
は
、

柳
将
処
遼
東
糧
米
八
十
八
石
。
分
載
四
十
四
車

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
馬
車
、
牛
車
に
て
運
搬
出
来
る
の
は
一
車
二
石
乃
至
三
石
で
あ
る
。
一
車
三
石
と
し
て
、

に
延
べ
三
千
三
百
三
十
余
の
馬
牛
と
車
と
が
必
要
で
あ
り
、
一
車
二
石
と
す
れ
ば
、
五
千
の
馬
牛
と
車
が
要
る
。
駄
載
す
れ
ば
優
に
三
倍
以
上

の
馬
牛
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
一
車
三
石
と
し
て
も
、
三
百
の
馬
牛
車
を
用
い
て
十
一
運
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
考
え
る
と
、
運
搬
の
労
費

困
難
が
想
像
さ
れ
得
ょ
う
。

一
万
石
の
米
を
運
ぶ

藩
陽
日
記
壬
午
（
崇
徳
七
年
）
七
月
十
九
日
の
条
に
見
え
る
「
此
地
年
連
豊
登
。

れ
ば
、

止
於
五
六
銭
」
と
い
う
米
価
を
基
準
に
す

一
万
石
の
米
価
は
銀
五
・
六
万
両
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
輸
送
費
は
更
に
高
価
に
の
ぼ
っ
た
。
藩
陽
日
記
辛
己
十
一
月
初
二
日
や
初
五

日
な
ど
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
訳
官
徐
尚
賢
が
秋
仲
明
と
交
渉
し
、
謹
陽
と
錦
州
と
で
糧
銅
を
交
換
し
、
運
送
費
を
省
除
し
よ
う
と
計
り
、

二
百
石
の
交
換
に
成
功
し
て
い
る
が
、
そ
の
運
搬
費
に
つ
い
て
、

一
唐
斗
之
直
。

自
遼
輸
錦
。
労
費
不
管
三
四
千
両
銀
。
而
今
得
捜
此
米
。
其
費
全
除
失
。
只
給
脚
価
二
百
両
。

と
い
っ
て
い
る
。
先
の
米
価
で
計
算
す
る
と
、
米
二
百
石
は
銀
一
千
両
乃
至
一
千
二
百
両
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
遼
陽
よ
り
錦
州
へ
の
運
搬

費
が
銀
三
四
千
両
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
運
搬
費
は
米
価
の
三
倍
以
上
に
な
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
か
ら
歳
幣
米
一
万
石
を
鳳
恩
城
へ
、
或

は
水
陸
運
し
て
錦
州
義
州
へ
運
搬
す
る
費
用
は
恐
ら
く
米
価
そ
の
も
の
よ
り
遥
か
に
高
く
な
り
、
或
は
数
倍
に
上
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

石
の
歳
貢
米
の
負
担
が
朝
鮮
に
と
り
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
米
を
除
け
ば
、

一
万

五
百
余
駄
で
運
べ
る
一
般
競
幣
品
の
献
納

山
田
用
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て

（
江
嶋
）

七



崇
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て

ハ
江
嶋
）

八．

ハ
後
述
）
に
要
す
る
総
経
費
よ
り
、
蔵
幣
米
献
納
に
要
す
る
総
経
費
の
方
が
多
額
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
巴
都
礼
貢
額
と
大
差
な
い

崇
徳
二
年
の
一
般
歳
貢
額
に
、
米
万
包
が
添
加
さ
れ
た
こ
と
は
そ
れ
で
充
分
に
敗
戦
に
よ
る
君
臣
関
係
へ
の
転
換
を
示
す
に
足
る
ほ
E
の
朝
鮮

の
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
米
を
除
く
一
般
歳
幣
額
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
崇
徳
の
歳
貢
額
が
天
聴
六
年
の
巴
都
礼
貢
額
と
大
差
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
兄
弟
関

係
か
ら
敗
戦
降
服
に
よ
る
君
臣
関
係
へ
の
転
落
と
い
う
観
点
に
立
っ
と
、
清
側
の
恩
恵
的
措
置
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
対
明
戦
継
続
中
の

清
の
諸
需
用
浩
大
か
ら
当
然
大
巾
な
増
額
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
に
、
殆
ん
ど
増
額
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
を
属
固
化
す

る
に
際
し
て
、
朝
鮮
国
王
の
陳
情
疏
が
い
う
様
に
「
臣
（
朝
鮮
国
王
）
之
土
地
人
民
。
非
臣
之
土
地
人
民
。
陛
下
之
所
与
」
或
は
「
土
地
莫
非
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王
（
清
太
宗
）
土
。
臣
民
莫
非
王
臣
」
と
い
う
理
念
が
顧
慮
さ
れ
て
の
恩
情
的
処
置
で
あ
っ
た
の
か
、
余
り
に
過
酷
な
条
件
を
課
す
る
と
再
び

離
反
さ
れ
る
の
を
憂
え
て
清
が
自
制
し
た
の
か
、
い
ろ
い
ろ
と
推
測
さ
れ
る
が
確
か
な
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。
槽
陽
日
記
己
卯
（
崇
徳
四

年
）
十
月
十
九
日
の
条
に

聖
節
兼
冬
至
使
吉
城
君
権
大
任
、
副
使
鄭
之
羽
、
書
状
官
李
元
鎮
、
入
来
留
東
館
。
歳
幣
五
百
余
駄
亦
到

と
あ
る
が
、
こ
の
蔵
幣
五
百
余
駄
に
は
貢
米
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
年
、
貢
米
は
鳳
風
域
に
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
朝
鮮

国
王
来
書
簿
崇
徳
四
年
十
月
分
に
は
権
大
任
等
の
賓
し
た
貢
物
の
礼
単
が
含
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
五
百
余
駄
の
品
目
数
量
ま
で
明
ら
か

に
し
得
る
。
勿
論
米
は
歳
貢
単
中
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
貢
物
は
聖
誕
日
貢
物
と
冬
至
貢
物
と
歳
貢
の
三
種
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部

分
が
歳
貢
品
で
あ
る
。
従
っ
て
歳
貢
品
の
み
を
送
っ
て
も
大
略
五
百
駄
に
近
い
数
量
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
数
量
と
大
差
の
な
い
巴
都

礼
貢
額
が
す
で
に
天
聴
六
年
に
要
求
さ
れ
、
朝
鮮
の
反
対
を
押
切
っ
て
脅
迫
的
に
天
聴
末
ま
で
に
実
現
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
実
現
し
て
い

た
か
ら
君
臣
関
係
に
転
換
し
て
も
一
般
歳
幣
貢
額
の
増
加
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
解
す
る
と
、
清
は
す
で
に
天
聴
六
年
以
降
朝
鮮
に
対
し
て
実

質
的
に
は
従
属
を
、
即
ち
君
臣
関
係
を
歳
貢
の
新
添
と
い
う
形
で
強
要
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
巴
都
礼
貢
額
は
朝
鮮
が
対
等
若
く
は
兄

弟
関
係
と
し
て
行
な
う
交
際
礼
騒
（
即
ち
崇
徳
期
の
循
礼
貢
献
に
相
当
す
る
も
の
）
の
十
倍
に
の
ぼ
る
多
額
で
あ
り
、
す
で
に
対
等
的
兄
弟
関



係
は
失
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
清
側
の
か
か
る
意
識
を
証
す
る
も
の
と
し
て
、
巴
都
礼
貢
品
中
に
龍
文
細
席
一
条

が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
た
だ
一
枚
の
滞
で
あ
る
が
、
龍
文
を
要
求
し
た
こ
と
は
、
後
金
側
が
す
で
に
皇
帝
と
し
て
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を

認
め
る
様
に
朝
鮮
に
強
要
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
崇
徳
二
年
降
服
条
件
と
し
て
示
さ
れ
た
歳
貢
品
目
に
五
瓜
龍
席
四
領
と
あ
る
と
こ

ろ
の
龍
文
席
は
言
う
ま
で
も
な
く
皇
帝
用
品
で
あ
る
。
巴
都
礼
賞
品
の
龍
文
細
席
が
五
瓜
で
あ
っ
た
か
四
瓜
で
あ
っ
た
か
は
明
示
さ
れ
な
い

が
、
後
金
側
の
意
図
は
当
然
五
瓜
龍
文
席
即
ち
皇
帝
用
品
と
し
て
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

勝
国
と
し
て
の
立
場
を
強
く
打
ち
出
し
、
戦
敗
因
朝
鮮
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
時
即
ち
天
聴
六
年
十
二
月
後
金
は
丁
卯
の
戦

そ
の
結
果
増
添
さ
れ
た
貢
献
額
数
は
実
質
的
に
す
で
に
君
臣
関

係
を
象
徴
す
る
歳
貢
と
な
っ
て
い
た
。

従
っ
て
丙
子
の
後
の
歳
貢
品
額
は
特
に
増
添
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み

に
天
聴
期
の
朝
鮮
の
貢
献
の
送
り
状
は
礼
単
と
称
し
歳
貢
の
名
称
は
表
わ
れ
な
い
が
、
崇
徳
期
に
は
一
般
に
貢
単
と
称
し
、
競
幣
の
場
合
は
歳

貢
単
と
称
し
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
巴
都
礼
貢
額
は
実
質
的
に
君
臣
関
係
を
示
す
性
質
の
貢
献
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
は
後
金
の
圧
迫
に
漸
次
譲
歩
し
、
天
聴
末
に

は
ほ
ぼ
そ
の
貢
額
を
認
め
さ
せ
ら
れ
た
。
崇
徳
二
年
の
征
服
に
あ
た
り
、
清
は
実
現
し
て
い
た
貢
額
の
確
認
と
実
行
の
保
証
を
得
る
の
が
貢
献

に
つ
い
て
は
第
一
の
目
的
で
あ
り
、
従
っ
て
巴
都
礼
貢
額
と
大
差
な
い
歳
貢
額
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
戦
勝
の
余
威
を
借
り
て
歳
幣
米

一
万
包
を
追
加
し
、
戦
時
の
需
要
を
補
わ
ん
と
し
て
朝
鮮
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
後
述
の
如
く
、
貢
米
は
意
外
に
早
く
大
巾
に
減
額
さ

れ
、
蔵
幣
の
主
要
品
目
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
歳
幣
の
主
要
品
は
戸
部
の
収
納
す
る
米
で
は
な
く
、

礼
部
の
収
納
す
る
一
般
歳
幣
品
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
ο

と
い
う
こ
と
は
、
貢
献
や
歳
幣
は
国
と
固
と
の
関
係
を
象
徴
し
、
国
際
外
交
の
上
で
大
き
な
意
味
や
作
用
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
、
歳
貢
の
開
始
に
つ
い
て

朝
鮮
国
王
米
書
簿
及
朝
鮮
国
王
来
書
に
見
え
る
蔵
貢
単
を
調
べ
て
み
る
と
、
崇
徳
二
年
三
年
に
は
な
く
、

四
年
十
月
分
、
五
年
十
月
分
、
六

山
中
川
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て

（
江
嶋
〉

九



崇
徳
年
聞
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お
け
る
朝
鮮
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歳
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つ
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て

（
江
嶋
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。

年
十
月
分
、
七
年
十
一
月
三
十
日
、
八
年
十
一
月
十
二
日
に
載
せ
て
あ
る
。
十
月
に
あ
る
の
は
聖
旦
（
十
月
二
十
五
日
）
貢
献
と
同
時
に
蔵
貢

が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
十
一
月
に
見
え
る
の
は
冬
至
貢
物
と
同
時
に
貢
献
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
歳
貢
が
聖
且
か
冬
至
に
併

貢
さ
れ
て
い
る
の
で
、
崇
徳
二
、
三
年
の
清
太
宗
実
録
を
見
る
と
、
聖
旦
と
冬
至
の
日
に
朝
鮮
は
そ
れ
ぞ
れ
遺
使
し
、
「
貢
方
物
、
上
表
慶
賀
」

「
上
表
、
賀
冬
至
、
貢
方
物
」
「
奉
表
慶
賀
、
貢
方
物
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
貢
方
物
は
歳
貢
で
は
な
く
、
循
礼
貢
献
の
方
物

で
あ
り
、
朝
鮮
国
王
来
書
簿
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
貢
物
の
貢
単
が
附
さ
れ
て
品
目
数
量
も
明
ら
か
で
あ
る
。
太
宗
実
録
に
記
す
「
貢
方
物
」
は
そ

れ
を
指
す
の
で
あ
る
。
従
っ
て
上
の
「
貢
方
物
」
の
記
述
か
ら
二
年
三
年
に
歳
貢
が
な
さ
れ
た
な
ど
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。
一
方
李
朝
実
録

に
も
崇
徳
二
年
三
年
に
あ
た
る
仁
祖
十
五
年
十
六
年
に
は
歳
責
を
行
な
っ
た
こ
と
を
一
示
す
記
述
は
な
い
。
同
様
に
樺
陽
日
記
、
藩
陽
状
啓
に
も

こ
の
二
年
間
に
歳
幣
を
献
じ
た
記
述
は
見
え
な
い
。
最
も
根
本
的
な
史
料
で
あ
る
朝
鮮
国
王
来
書
簿
に
、
二
年
と
三
年
に
蔵
貢
単
が
な
い
の
は

脱
落
か
と
考
え
た
が
、
以
上
の
詩
書
に
通
じ
て
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
脱
落
で
は
な
く
、
蔵
貢
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
見
ね
ば

詮
凶

な
ら
な
い
。
崇
徳
四
年
に
は
、
来
書
簿
に
は
勿
論
歳
貢
単
が
あ
り
、
李
朝
実
録
、
濯
陽
日
記
、
共
に
明
ら
か
に
歳
幣
貢
献
を
記
述
し
て
お
り
、

清
太
宗
実
録
は
「
朝
鮮
国
王
李
保
、
遺
陪
臣
権
大
任
等
。
進
万
寿
蛙
冬
至
元
旦
貢
物
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
品
目
数
量
と
し
て
掲
ぐ
る
の

は
黄
金
百
両
以
下
蔵
幣
の
品
数
で
あ
る
か
ら
、
実
録
の
記
述
の
誤
り
で
あ
る
。
来
書
簿
に
よ
り
正
す
と
、
崇
徳
四
年
十
月
二
十
五
日
に
は
、
万

寿
聖
旦
貢
物
と
冬
至
貢
物
と
歳
幣
が
貢
献
さ
れ
、
元
旦
貢
物
は
別
に
崇
徳
五
年
正
月
初
一
日
に
進
献
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
実
録
は
歳
貢
を
元
旦

貢
物
と
誤
記
し
、
掲
げ
る
貢
献
品
目
数
量
は
歳
貢
を
以
て
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
以
上
の
如
く
崇
徳
四
年
十
月
に
は
各
書
と
も
明

ら
か
に
歳
幣
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
競
貢
が
な
さ
れ
た
ら
、
当
然
以
上
の
諸
蓄
の
ど
れ
か
に
は
記
載
が
あ
る
筈
で
あ

る
。
に
も
拘
ら
ず
、
崇
徳
二
年
三
年
に
は
、
朝
鮮
国
王
来
書
簿
以
下
各
書
が
共
に
歳
幣
を
記
録
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
蔵
幣
貢
献
は
な

か
っ
た
も
の
と
見
た
い
。

何
故
崇
徳
二
・
三
年
に
は
歳
貢
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
な
理
由
は
解
ら
な
い
が
、
二
年
正
月
に
朝
鮮
は
降
服
し
た
の

で
あ
り
、
戦
争
の
被
害
と
戦
後
復
興
の
困
難
に
よ
り
歳
幣
の
調
達
が
出
来
な
く
て
、
或
は
そ
れ
を
理
由
に
し
て
、
欠
貢
い
や
免
除
を
し
て
も
ら



っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
も
の
は
、
太
宗
実
録
崇
徳
二
年
十
一
月
庚
午
、
冬
至
節
に
際
し
て
朝
鮮
国
王
が
送
っ
た
陳
情
疏
の
一

つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
兵
禍
を
経
て
よ
り
圏
内
空
虚
、
畑
火
粛
条
と
な
り
、
徴
兵
を
恐
れ
て
民
は
四
散
倫
生
を
は
か
り
、
牛
疫
流
行
や
雨
審

の
災
害
に
よ
り
農
耕
も
困
難
で
食
糧
に
も
事
欠
く
状
態
を
述
べ
、
皇
上
の
恩
恵
が
戦
後
の
朝
鮮
に
加
え
ら
れ
、
重
憐
あ
ら
ん
こ
と
を
陳
情
し
て

い
る
。
こ
れ
は
暗
々
に
歳
貢
と
徴
兵
の
宥
免
を
奏
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
太
宗
の
勅
諭
が
同
十
一
月
辛
巳
の
条
に
見
え
、
事
情

が
誠
に
王
の
言
う
通
り
で
あ
れ
ば
「
王
之
奏
請
固
宜
。
朕
宣
慮
不
及
此
。
但
徴
兵
自
当
量
時
度
勢
。
芭
可
強
以
所
難
堪
乎
：
：
：
朕
既
為
民
而
加

恩
於
其
初
。
寧
不
掛
酌
於
其
後
乎
」
と
あ
り
、
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
歳
貢
や
微
兵
が
暫
時
宥
免
さ
れ
た
も
の
の
様
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
と
に
か
く
以
上
諸
書
の
記
述
を
も
と
に
す
れ
ば
、
議
貢
は
山
宗
徳
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

四
、
歳
貫
の
経
過
と
減
額
に
つ
い
て

崇
徳
四
年
の
初
め
て
の
歳
貢
は
、
米
は
鳳
嵐
城
に
納
入
さ
れ
、

十
月
丙
午
の
条
に

一
般
歳
幣
は
藩
陽
に
貢
献
さ
れ
た
。
李
朝
実
録
仁
祖
十
七
年
（
崇
徳
四
年
）

運
歳
幣
米
於
鳳
風
域
。
清
国
戸
部
官
不
卸
点
納
至
於
両
朔
。
人
馬
多
死
。

と
見
え
、
運
搬
方
法
等
は
解
ら
な
い
が
、
鳳
恩
城
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

な
お
点
納
が
戸
部
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

解
り
、
礼
部
管
掌
の
一
般
歳
幣
と
性
格
の
異
な
る
貢
献
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
般
歳
幣
に
つ
い
て
は
溶
陽
日
記
己
卯
（
崇
徳
四
年
）
十

月
十
九
日
の
条
に

聖
節
兼
冬
至
使
吉
城
君
権
大
任
、
副
使
鄭
之
羽
、
書
状
官
李
元
鎮
、
入
来
留
東
館
。
歳
幣
五
百
余
駄
亦
到
。

と
見
え
、
次
い
で
同
十
月
二
十
五
日
の
条
に

世
子
赴
清
帝
誕
日
賀
班
Q

納
五
花
糖
十
勧
。
倭
大
鯛
一
柄
、
倭
短
鯛
一
柄
。
白
蝋
燭
百
柄
、

件
。
清
人
並
大
朝
所
納
方
物
及
各
種
歳
幣
。
排
列
庭
中

丹
木
五
十
肋
、
胡
根
五
斗
。
大
君
亦
進
各
様
物

剛
山
川
徳
年
間
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て

（
江
嶋
）
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と
見
え
、
朝
鮮
か
ら
五
百
余
駄
に
て
運
ば
れ
た
各
種
の
貢
献
品
は
太
宗
の
誕
生
日
の
十
月
二
十
五
日
に
受
領
さ
れ
、
庭
中
に
陳
列
さ
れ
、
参
会

の
者
に
展
観
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の
貢
献
に
つ
き
、
清
太
宗
実
録
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
朝
鮮
国
王
来
書
簿
に
よ
っ
て
今
一

度
明
ら
か
に
す
る
と
、
朝
鮮
使
臣
の
賓
し
た
貢
物
は
、
聖
旦
に
つ
き
、
皇
上
に
対
す
る
貢
物
、
中
宮
に
対
す
る
貢
物
。
冬
至
節
に
つ
き
、
皇
上

に
対
す
る
貢
物
、
中
宮
に
対
す
る
貢
物
、
皇
太
子
に
対
す
る
貢
物
。
及
び
歳
幣
の
六
種
類
で
あ
り
、
別
に
藩
陽
に
人
質
と
な
っ
て
い
る
世
子
と

鳳
林
大
君
と
が
聖
旦
慶
祝
の
た
め
皇
上
と
中
宮
と
皇
太
子
に
貢
献
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
各
種
の
貢
献
中
、
歳
幣
を
除
く
貢
献
は
所
謂
循

礼
貢
献
で
あ
り
、
す
で
に
崇
徳
二
年
よ
り
行
な
わ
れ
、
貢
献
の
形
式
、
品
目
、
数
量
も
例
年
ほ
ぽ
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
十
月
十
九
日
樺
陽
に

到
着
し
た
五
百
余
駄
の
荷
物
は
歳
幣
以
外
の
聖
旦
冬
至
の
循
礼
貢
献
を
含
ん
で
い
た
が
、
そ
の
数
量
は
決
し
て
多
量
で
は
な
く
、
年
間
循
礼
貢

献
を
合
計
し
て
も
歳
幣
の
十
分
の
一
位
で
あ
る
様
だ
か
ら
、
五
百
余
駄
の
大
部
分
は
歳
幣
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
歳
幣
は
朝
鮮

国
王
来
書
簿
崇
徳
四
年
十
月
分
中
の
歳
貫
単
に
名
数
を
詳
記
し
て
い
る
が
、
降
服
時
に
指
示
さ
れ
た
蔵
貢
品
数
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
黄
金
百

両
中
、
五
十
両
を
黄
金
に
て
納
貢
し
、
余
り
の
五
十
両
分
を
白
銀
一
千
両
に
折
納
し
て
い
る
。
な
お
綿
紬
二
千
疋
の
内
訳
は
、
紅
綿
紬
二
百
五

十
疋
、
緑
綿
紬
二
百
五
十
疋
、
白
綿
紬
一
千
五
百
疋
に
て
計
二
千
匹
。
各
色
細
布
万
疋
は
、
紅
木
綿
五
百
疋
、
藍
木
綿
五
百
疋
、
務
青
木
綿
四

百
疋
、
白
木
綿
一
千
四
百
疋
、
木
綿
七
千
二
百
疋
の
計
万
疋
と
な
っ
て
い
る
。

山
宗
徳
四
年
の
歳
貢
は
無
事
に
済
ん
だ
様
で
あ
っ
た
が
、
誕
日
の
賀
宴
が
終
り
、
朝
鮮
使
臣
が
世
子
の
藩
陽
館
に
来
て
挨
拶
し
て
い
る
と
、
清

の
礼
部
承
政
で
あ
る
龍
骨
大
（
英
俄
爾
岱
）
戸
部
参
政
の
馬
夫
大
（
馬
福
塔
）
等
が
使
臣
を
呼
び
つ
け
て
、
蔵
幣
中
黄
金
が
約
定
の
百
両
で
な

い
こ
と
を
難
じ
、
黄
金
五
十
両
の
折
納
を
認
め
ず
、
必
ず
改
納
し
て
黄
金
百
両
の
量
を
充
た
す
こ
と
を
求
め
、
収
納
し
た
折
納
分
の
白
銀
千
両

住
日

を
返
却
し
た
。
更
に
同
月
二
十
九
日
に
清
訳
鄭
命
寿
が
龍
骨
大
の
意
見
を
伝
え
て
、

歳
幣
中
大
米
一
二
千
石
陳
腐
。
須
即
改
納
。
鯛
口
色
布
、
亦
有
不
精
者
。
来
年
則
勿
如
是
事

睦

Uと
、
鳳
風
域
収
納
の
貢
米
の
一
部
改
納
を
求
め
、
創
や
色
布
の
不
精
に
対
し
て
も
警
告
を
発
し
て
い
る
。

そ
の
命
に
従
っ
た
。
藩
陽
日
記
己
卯
十
二
月
十
一
日
の
条
に

こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
は
抗
告
せ
ず
、



賓
呑
官
李
焼
。
以
歳
米
改
備
事
入
来
。
而
龍
将
還
白
猟
所
。
停
及
正
月
念
前
改
納
柵
門

盤
却

と
あ
り
、
李
朝
実
録
仁
祖
十
七
年
十
一
月
己
巳
の
条
に

先
是
朝
廷
於
歳
幣
以
銀
代
金
。
清
国
却
之
。
備
局
啓
目
。
倭
金
之
通
行
本
国
。
清
人
無
不
知
之
。
雄
欲
周
旋
必
不
回
聴
。
而
反
致
其
怒
。
請

以
該
曹
所
余
黄
金
依
数
入
送
。
上
従
之
。

と
見
え
、
結
局
、
陳
腐
の
米
を
国
境
の
柵
門
に
改
納
し
、
黄
金
五
十
両
を
送
り
数
に
足
し
て
い
る
。
山
宗
徳
四
年
の
歳
貢
は
か
く
し
て
無
事
に
完

済
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
年
は
重
大
な
こ
と
に
な
っ
た
。

山
宗
徳
四
年
、
即
ち
仁
祖
十
七
年
十
一
月
己
己
の
日
に
朝
鮮
は
清
使
馬
夫
逮
（
馬
夫
大
、
馬
福
塔
）
、
呉
多
河
、
焦
古
老
等
一
行
の
入
京
頒
勅

を
迎
え
た
。
そ
れ
は
水
軍
六
千
の
徴
兵
と
、
明
年
（
崇
徳
五
年
）
の
貢
米
一
万
包
を
三
文
河
小
陵
河
大
陵
河
の
合
流
点
附
近
に
航
運
せ
よ
と
い

う
命
令
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
都
承
旨
李
基
昨
は
勅
使
に
軍
兵
の
減
額
と
貢
米
輸
運
の
難
を
陳
弁
し
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
兵
数
は
実

数
五
千
の
徴
兵
と
な
っ
た
が
、
「
歳
貢
米
則
不
可
減
也
」
と
勅
使
が
答
え
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
李
基
昨
は
貢
米
輸
運
の
困
難
を
陳
情
し

位
M

て
、
代
り
に
貢
米
の
減
額
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
崇
徳
五
年
二
月
、
王
孫
（
世
子
の
子
）
と
交
替
し
て
世
子
は
帰
省
を
許
さ
れ
、
三
月
京

城
に
帰
着
し
、
五
月
三
日
に
再
び
溶
陽
に
到
着
し
た
。
そ
の
間
三
、
四
月
噴
よ
り
徴
兵
さ
れ
た
朝
鮮
水
師
の
発
進
に
つ
い
て
の
催
促
が
な
さ

れ
、
五
月
に
は
頻
々
と
し
て
世
子
に
対
す
る
詰
責
が
見
え
る
。
渚
陽
日
記
庚
辰
（
崇
徳
五
年
）
七
月
二
十
七
日
の
条
に

古
文
程
、
皮
牌
等
六
人
。
以
帝
言
来
伝
於
世
子
前
日
。
林
慶
業
舟
師
方
到
海
州
衛
。
而
不
肯
進
前
。
又
不
往
納
米
之
処
。
此
何
意
耶
。

と
あ
り
、
閉
じ
こ
と
が
李
朝
実
録
仁
祖
十
八
年
七
月
庚
寅
の
条
に
、
世
子
に
附
添
う
宰
臣
金
蓋
国
の
馳
啓
と
し
て
、

（
斑
）
文
程
等
伝
帝
命
日
。
林
慶
業
等
舟
師
。
使
之
前
進
則
不
肯
進
。
使
下
米
包
於
遼
河
口
則
亦
不
肯
往
。
此
何
意
耶

と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
林
慶
業
に
率
い
ら
れ
た
朝
鮮
の
舟
師
は
海
戦
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
歳
貢
米
一
万
包
の
輸
送
に
も
あ

た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
清
史
稿
属
国
伝
朝
鮮
の
条
に
「
攻
明
錦
州
。
調
朝
鮮
舟
五
千
。
運
糧
万
石
」
を
崇
徳
六
年
に
か
け

て
い
る
の
は
五
年
の
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
時
朝
鮮
の
舟
は
漂
没
し
、
遭
風
礁
壊
し
、
或
は
明
の
水
師
に
裁
撃
さ
れ
、
清
朝
鮮
聞
に
い
ろ
い
ろ
の

崇
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て

（
江
嶋
）



山
戸
川
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て
（
江
嶋
〉

四

問
題
を
惹
き
起
す
の
で
あ
る
。
藩
陽
日
記
に
は
周
年
八
月
二
十
七
日
の
条
に

古
文
程
及
皮
牌
等
六
人
。
以
帝
命
釆
達
世
子
前
。
海
州
衛
根
帥
輪
運
錦
州
事
也

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
林
慶
業
は
運
輸
し
た
米
を
運
河
口
に
下
さ
ず
、
海
州
に
一
旦
下
し
た
も
の
の
様
で
あ
り
、
そ
れ
を
更
に
錦
州
に
陸
運
す
る

命
令
が
朝
鮮
に
下
さ
れ
た
。
以
後
運
糧
（
転
帥
）
夫
馬
の
催
促
が
し
き
り
に
な
さ
れ
る
と
共
に
、

街
門
言
。
林
慶
業
出
去
後
。
余
根
待
在
海
州
。
自
館
所
（
藩
陽
館
所
）
遺
官
斗
量
封
庫
云

位
同

と
あ
る
ご
と
く
、
歳
貢
米
を
海
州
に
海
運
し
、
そ
れ
を
朝
鮮
側
で
管
理
し
て
お
き
、
錦
州
等
へ
陸
運
納
糧
（
転
帥
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
様
で
あ
る
。
た
だ
し
歳
貢
米
額
は
翌
六
年
よ
り
大
巾
な
減
量
が
な
さ
れ
た
。
が
同
時
に
預
借
も
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
山
宗
徳
五
年
の
歳

貢
米
一
万
包
は
以
上
の
如
く
鳳
恩
城
で
は
な
く
、
結
局
錦
州
納
人
と
な
り
、
多
大
の
困
難
を
経
て
と
に
か
く
完
済
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

山
宗
徳
五
年
の
一
般
歳
幣
は
、
四
年
と
同
じ
く
、
十
月
二
十
五
日
に
循
礼
貢
献
の
聖
旦
皇
上
貢
物
、
中
宮
貢
物
、
冬
至
皇
上
貢
物
、
中
宮
貢

物
、
皇
太
子
貢
物
と
、
世
子
の
身
替
り
で
渚
陽
に
行
っ
た
王
孫
の
還
国
に
対
す
る
「
稚
孫
還
国
謝
皇
上
恩
」
の
皇
上
貢
物
、
中
宮
貢
物
、
皇
太

往
時

子
貢
物
の
併
貢
と
一
緒
に
溶
陽
に
納
貢
さ
れ
て
い
る
。
歳
貢
の
品
目
数
量
は
黄
金
百
両
以
下
規
定
通
り
で
あ
る
。
前
年
黄
金
五
十
両
を
銀
で
代

納
し
、
改
納
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
黄
金
も
定
額
の
百
両
で
あ
り
、
創
口
色
布
等
の
不
精
と
い
う
批
難
も
受
け
て
い
な
い
。
世
子
の
帰
省

許
可
、
次
い
で
鳳
林
大
君
の
帰
省
、
身
代
り
の
王
孫
や
麟
坪
大
君
の
還
圏
な
ど
、
清
側
の
処
置
に
対
し
て
朝
鮮
も
誠
意
を
尽
し
た
と
い
う
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
か
。
同
時
に
規
定
通
り
に
し
な
け
れ
ば
改
納
さ
せ
ら
れ
、
余
計
な
労
費
と
な
る
こ
と
を
も
恐
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
直
後
、
法
陽
状
啓
に
よ
れ
ば
十
一
月
一
日
に
朝
鮮
は
思
い
が
け
な
い
朗
報
を
得
た
。
歳
貢
米
の
減
額
で
あ
る
。
李
朝
実
録
仁
祖
十
八
年

十
一
月
庚
寅
、
藩
陽
か
ら
帰
っ
た
使
者
懐
恩
君
李
徳
仁
の
委
し
た
勅
書
に
は

十
月
二
十
五
日
乃
朕
生
辰
。
実
中
外
希
恩
之
日
。
因
倣
旧
典
。
除
十
悪
外
。
凡
国
中
一
切
罪
犯
尽
行
赦
之
。
朕
思
中
外
倶
属
我
国
。
圏
内
既

赦
。
亦
宜
思
及
外
務
。
想
爾
国
議
貢
米
万
包
。
皆
取
於
民
者
。
今
減
去
九
千
包
。
使
爾
臣
民
間
此
歓
戴
。

と
あ
っ
た
。

一
万
包
の
う
ち
九
千
包
の
減
去
。

ま
さ
に
十
分
の
一
に
減
額
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
は
早
速
笠
月
十
二
月
に

「
減
麓
貫
米
謝



陸
ロ

思
」
の
使
者
を
派
遣
し
、
皇
上
、
中
宮
、
皇
太
子
に
そ
れ
ぞ
れ
貢
献
し
て
い
る
。

こ
の
頃
朝
鮮
で
は
清
か
ら
課
さ
れ
る
径
役
煩
重
の
説
が
あ
っ

盤
国

た
様
で
あ
り
、
そ
れ
は
歳
幣
と
草
根
と
舟
師
を
意
味
し
て
い
る
と
清
側
で
は
解
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
軍
棋
と
は
徴
兵
さ
れ
た
朝
鮮
軍
の
自
備

す
べ
き
軍
様
で
あ
る
か
、
輸
送
す
る
歳
貢
米
が
即
ち
清
の
軍
様
で
あ
り
、
そ
の
運
搬
労
費
を
径
役
煩
重
と
す
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
と
に

か
く
煩
重
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
蔵
幣
の
う
ち
、
最
も
輸
運
が
困
難
で
あ
る
歳
貢
米
の
思
い
切
っ
た
減
額
は
、
や
は
り
賞
米
万
包
の
提
出
と
運

搬
負
担
と
の
過
重
を
清
側
も
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
負
担
過
重
を
知
っ
た
と
し
て
も
、
し
か
し
思
い
切
っ
た
減
額
で
あ
る
。
糧
米
は
当
時
の

清
国
で
は
不
足
し
て
お
り
、
後
述
の
ご
と
く
、
こ
の
後
で
朝
鮮
か
ら
貢
米
三
年
分
の
預
借
す
ら
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
に

在
り
な
が
ら
、
大
巾
に
減
額
し
た
の
は
単
に
恩
恵
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
朝
鮮
か
ら
の
徴
兵
、
特
に
水
師
や
鉄
砲
兵
の
徴
発
を
円
滑
に
し
、

一
層
の
協
力
を
求
む
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
減
額
に
よ
り
、
崇
徳
六
年
よ
り
歳
貢
米
は
一
千
包
と
な
り
、
主
と
し
て
海
州
に
送
ら
れ
、
清
側
の
指
令
に
よ
り
更
に
納
入
地
に
転
輸
さ

れ
た
様
で
あ
る
が
詳
し
く
は
解
ら
ぬ
。
礼
部
関
係
の
文
書
で
あ
る
朝
鮮
国
王
来
書
簿
の
歳
貢
単
に
は
戸
部
管
掌
の
貢
米
関
係
の
記
録
は
な
い
の

で
あ
る
。
た
だ
故
宮
博
物
院
文
献
館
刊
行
の
大
庫
槍
冊
中
、
崇
徳
七
、
八
年
分
朝
鮮
国
王
来
書
に
七
年
と
八
年
の
議
貢
単
が
あ
り
、
掲
げ
る
品

目
中
に
は
来
書
簿
の
歳
貢
単
と
同
じ
く
米
は
な
い
が
、
賞
単
の
後
に
清
側
の
附
記
が
あ
る
ω

そ
の
附
記
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

：
：
：
又
単
中
少
貢
米
。
復
問
啓
心
郎
張
子
天
。
他
云
不
知
。
至
崇
徳
八
年
二
月
初
二
日
。
本
院
大
人
沼
羅
碩
親
問
戸
部
固
山
額
真
英
言
説
米

事
。
他
云
預
巳
借
過
三
年
。
待
三
年
之
後
。
復
如
前
数
問
。
（
崇
徳
七
年
歳
貢
単
）

：
：
：
単
中
但
少
米
数
。
因
預
借
過
三
年
。
故
七
年
与
八
年
二
年
倶
無
米
数
（
崇
徳
八
年
歳
貢
単
）

礼
部
の
係
官
が
名
回
数
量
を
前
年
分
と
対
照
し
て
調
べ
、
戸
部
に
も
問
い
合
せ
て
書
い
た
覚
書
で
あ
る
が
、
三
年
分
が
預
倍
さ
れ
て
、
七
年
と

八
年
は
米
数
が
な
い
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
若
干
の
誤
解
が
あ
り
、
崇
徳
四
、
五
、
六
年
の
歳
貢
単
に
も
米
数
は
な
い
。
貢
米
の
収
納
は
戸

部
の
管
轄
で
行
な
わ
れ
、
貢
米
単
も
戸
部
に
別
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
上
の
附
記
で
預
借
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
六

年
以
降
は
一
千
包
の
歳
貢
米
で
あ
る
か
ら
、
三
年
分
預
借
で
も
三
千
石
で
あ
る
。
何
時
預
借
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、

七
年
の
歳
貢
単
に
附

崇
徳
年
間
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て

（
江
嶋
〉
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山
宗
徳
年
間
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て

（
江
嶋
）

一六

記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
六
年
か
ら
七
年
の
前
半
に
借
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
麓
貢
米
を
減
額
し
た
も
の
の
、
清
で
は
穀
物
は
不
足
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

崇
徳
五
年
十
一
月
に
蔵
貢
の
う
ち
米
の
方
は
十
分
の
一
に
減
額
さ
れ
た
が
、
他
の
歳
貢
品
数
の
減
額
は
な
か
っ
た
。
朝
鮮
国
王
来
書
簿
に
よ

れ
ば
、
崇
徳
六
年
十
月
二
十
五
日
、
朝
鮮
国
王
李
保
差
遣
の
陪
臣
元
斗
杓
等
が
賓
到
し
た
貢
物
は
、
聖
旦
の
皇
上
貢
物
、
中
宮
貢
物
、
冬
至
の

皇
上
貢
物
、
中
宮
貢
物
、
皇
太
子
貢
物
、
即
ち
循
礼
貢
献
品
と
、
歳
貢
品
で
あ
る
。
そ
し
て
何
れ
も
例
年
の
貢
献
と
同
額
で
あ
る
。
次
に
朝
鮮

国
王
来
書
に
よ
る
と
、
崇
徳
七
年
に
至
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
聖
旦
と
冬
至
と
の
同
時
貢
献
の
方
法
が
変
り
、
聖
旦
貢
献
は
十
月
二
十
五
日
に
、

冬
至
貢
献
は
十
一
月
三
十
日
（
八
年
は
十
一
月
十
二
日
）
に
行
な
わ
れ
、
議
貢
は
冬
至
に
併
貢
さ
れ
た
。
貢
額
は
例
年
と
同
額
で
あ
っ
た
。
こ

の
歳
貢
単
に
附
記
が
あ
り
、
貢
米
預
借
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
崇
徳
八
年
八
月
九
日
に
太
宗
は
崩
じ
、
同
八
月
二
十
六
日
に
第

九
子
福
臨
が
擁
立
さ
れ
た
。
従
っ
て
崇
徳
八
年
十
月
二
十
五
日
の
太
宗
の
聖
旦
は
な
く
な
っ
た
。
太
宗
の
崩
後
に
は
勿
論
朝
鮮
か
ら
も
進
香
の

貢
献
が
行
な
わ
れ
た
。
朝
鮮
国
王
来
書
に
よ
れ
ば
、
崇
徳
八
年
の
歳
貢
は
十
一
月
十
二
日
の
冬
至
貢
献
と
同
時
に
送
ら
れ
、
貢
献
に
若
干
の
変

化
が
あ
る
。
紅
綿
紬
、
緑
綿
紬
共
に
従
来
二
百
五
十
疋
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
疋
減
で
二
百
疋
づ
っ
と
な
り
、
白
綿
紬
千
五
百
疋
が

五
百
疋
減
の
一
千
疋
に
な
り
、
細
麻
布
四
百
疋
が
三
百
疋
減
の
一
百
疋
に
な
り
、
木
綿
七
千
二
百
疋
が
七
千
疋
、
五
爪
龍
席
四
張
が
ニ
張
、
各

様
花
席
四
十
張
が
二
十
張
、
好
腰
万
二
十
六
把
が
二
十
把
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歳
貢
単
に
も
清
側
の
附
記
が
あ
り
、

此
八
年
議
貫
礼
物
数
回
。
与
上
年
不
問
。
照
依
先
帝
遺
勅
減
退
数
回
一
様
。
十
一
月
十
四
日
。
礼
部
啓
心
郎
烏
黒
章
子
天
恩
格
泰
、
岡
本
院

大
人
潤
査
遺
詔
底
子
与
清
漢
ニ
当
子
。
併
歳
貢
実
封
正
単
一
同
対
明
。
数
回
無
差
。
単
中
包
少
米
数
。
因
預
借
過
三
年
。
故
七
年
与
八
年
二

年
。
倶
無
米
数
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
歳
貢
の
減
額
は
先
帝
太
宗
の
遣
詔
に
依
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
太
宗
に
遺
詔
が
あ
っ
た
か
否
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
後
掲

朝
鮮
の
史
料
に
従
え
ば
、
太
宗
生
前
す
で
に
減
省
の
語
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
李
朝
実
録
に
よ
れ
ば
仁
祖
二
十
一
年
ハ
崇
徳
八
年
）

十
月
戊
辰
に
朝
鮮
は
登
極
勅
使
の
賎
多
馬
、
唱
林
等
の
一
行
を
迎
え
た
。
そ
の
即
位
詔
と
共
に
古
賀
さ
れ
た
減
歳
幣
勅
に
は



：
・
：
朕
思
歳
貢
礼
物
皆
出
自
民
問
。
意
其
煩
苦
。
特
為
量
減
。

と
あ
り
、
ま
は
減
使
臣
礼
単
勅
に
は

朕
聞
差
去
使
臣
倶
以
明
朝
旧
例
。
所
得
礼
物
太
多
。
民
頗
不
堪
。
此
非
善
政
也
。
故
特
滅
其
数
。
以
為
定
例
。

と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
た
朝
鮮
側
の
記
録
に
は

前
汗
時
有
減
省
議
幣
及
礼
単
等
語
。
至
是
有
比
勅
。
歳
幣
則
減
元
数
十
分
之
一
。
而
礼
単
則
有
加
無
滅
。
或
謂
彼
中
往
来
我
国
者
。
恐
其
裁

損
。
偽
加
元
数
。
故
其
所
減
省
者
未
免
増
加
云

と
あ
っ
て
、
歳
幣
が
十
分
の
一
を
減
額
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
礼
単
は
清
使
の
京
城
往
来
に
関
す
る
も
の
で
歳

幣
と
は
係
り
な
い
。
崇
徳
八
年
十
一
月
の
歳
貢
が
十
月
の
減
額
を
受
け
た
歳
貢
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
崇
徳
七
年
と
八
年
の
蔵
貢

額
を
比
較
す
る
と
、
織
物
類
の
総
計
が
七
年
は
一
万
四
千
疋
、
八
年
は
一
万
二
千
九
百
疋
。
減
額
量
は
一
千
一
百
疋
で
あ
り
、
数
量
の
上
で
は

一
割
減
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
綿
紬
や
細
麻
布
の
減
量
が
多
い
の
で
、
価
値
の
上
で
は
優
に
一
割
以
上
の
減
額
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

鐙
叩

か
。
従
っ
て
歳
貢
全
体
で
十
分
の
一
の
減
額
に
な
る
様
に
勘
案
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
は
、
順
治
元
年
北
京
定
鼎
後
、
世

子
を
放
還
し
、
再
び
歳
貢
の
大
巾
な
減
額
が
行
な
わ
れ
る
。
蘇
木
二
百
斤
、
茶
十
包
、
綿
紬
千
疋
、
各
色
細
布
五
千
疋
、
布
四
百
疋
、
轟
布
二

千
疋
、
順
万
十
把
、
万
十
把
の
減
額
で
あ
っ
た
。
北
京
ま
で
遠
路
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
に
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
に
進
出
し
た
清
に
各
種

つ
い
で
順
治
三
年
貢
米
の
免
除
が
行
な
わ
れ
、
歳
貢
時
期
も
正
月
に

織
物
類
な
ど
を
朝
鮮
に
期
待
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

規
定
さ
れ
、
朝
鮮
の
清
に
対
す
る
歳
貢
は
落
ち
つ
く
こ
と
に
な
る
。

五
、
結

以
上
の
如
く
、
崇
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
清
朝
に
対
す
る
貢
献
の
う
ち
、
循
礼
貢
献
は
早
く
崇
徳
二
年
に
始
ま
る
が
、
歳
貢
は
崇
徳
四
年

よ
り
開
始
さ
れ
、
清
朝
の
礼
部
管
掌
の
一
般
歳
幣
と
戸
部
管
掌
の
歳
貢
米
と
が
あ
り
、
そ
の
調
達
輪
運
は
敗
戦
後
の
朝
鮮
に
大
き
な
負
担
で
あ

崇
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て
ハ
江
嶋
）

七



山
宗
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て
（
江
嶋
）

八

っ
た
。
そ
の
た
め
崇
徳
二
、
三
年
度
の
歳
貢
は
宥
免
さ
れ
た
。
歳
貫
米
一
万
石
は
崇
徳
四
、
五
年
度
納
貢
の
後
、
六
年
度
か
ら
十
分
の
九
を
減

額
さ
れ
た
の
で
一
千
石
と
な
り
、
つ
い
で
三
年
分
の
預
借
が
な
さ
れ
た
が
、
朝
鮮
に
と
っ
て
負
担
は
大
巾
に
軽
減
さ
れ
た
。
七
、
八
年
度
は
預

借
分
の
た
め
貢
米
の
必
要
は
な
か
っ
た
。
輸
運
の
難
多
き
歳
貫
米
一
万
石
の
貢
納
が
僅
か
二
年
聞
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
当
時
の
両
国
関
係

を
考
察
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
視
点
で
あ
ろ
う
。
一
般
歳
貢
は
四
、
五
、
六
、
七
年
は
降
伏
時
の
規
定
歳
貢
名
額
通
り
に
貢
献
さ
れ
た
が
、
八

年
に
至
っ
て
太
宗
の
遺
詔
に
よ
り
十
分
の
一
を
減
額
し
て
貢
献
さ
れ
た
。
一
般
歳
貢
の
時
期
は
四
、
五
、
六
年
度
は
聖
節
の
十
月
二
十
五
日

に
、
七
、
八
年
度
は
冬
至
節
に
併
賞
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註
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1
）
 

ハ
2
）

拙
稿
「
天
聴
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て
」
史
淵
一

O
一号。

東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
ハ
京
都
）
所
蔵
の
朝
鮮
国
王
来
書
簿
は
天
聴
元
年
よ
り
崇
徳
六
年
ま
で
の
分
で
あ
る
。
乙
れ
に
故
宮
博
物
院
文
献
館
出
献
の

文
献
叢
書
に
含
ま
れ
る
崇
徳
七
・
八
年
分
朝
鮮
国
王
来
書
を
附
加
す
る
と
、
太
宗
時
代
に
朝
鮮
よ
り
後
金
H
清
に
送
達
さ
れ
た
正
式
国
交
文
書
が
一

応
通
観
出
来
る
。
本
論
で
は
前
者
を
朝
鮮
国
王
来
書
簿
、
後
者
を
朝
鮮
国
王
来
書
と
し
て
示
す
と
と
に
す
る
。

清
太
宗
実
録
天
聴
六
年
十
一
月
壬
子
。

間
前
崇
徳
二
年
正
月
戊
辰
、
李
朝
実
録
仁
祖
十
五
年
正
月
戊
辰
。

歳
貫
ハ
歳
幣
）
を
循
礼
貢
献
と
区
別
し
て
乙
の
様
に
解
釈
規
定
す
る
乙
と
に
は
な
お
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
論
で
は
乙
の
様
に
区
別
し
て
お

，、、。清
史
稿
属
国
伝
朝
鮮
の
条
も
後
掲
の
如
く
、
高
包
を
高
石
と
解
し
て
い
る
。

李
朝
実
録
仁
祖
十
七
年
十
一
月
戊
寅
。

同
前
七
祖
十
七
年
十
一
月
庚
辰
。

清
太
宗
実
録
崇
徳
三
年
十
一
月
甲
申
。

釜
章
閤
叢
書
本
「
洛
陽
状
啓
」
に
は
崇
徳
四
年
十
・
十
一
・
十
二
月
分
状
啓
が
抜
け
て
い
る
。

溶
陽
日
記
己
卯
（
崇
徳
四
年
）
十
月
二
十
五
日
。

同
前
己
卯
十
月
二
十
九
日
。
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（臼）
（叫）

（

日

）

（
怯
山
）

（臼）
（刊四）

（

叩

〉

（

却

〉

柵
門
は
朝
鮮
義
州
よ
り
中
江
を
経
て
鴨
緑
江
を
渡
り
、
満
洲
側
に
上
陀
し
た
所
に
築
か
れ
て
い
た
国
境
の
円
で
あ
る
。

李
朝
実
録
仁
祖
十
七
年
十
一
月
庚
辰
。

議
陽
日
記
辛
巳
（
崇
徳
六
年
）
正
月
初
五
日
。

朝
鮮
国
王
来
書
簿
崇
徳
五
年
十
月
分
。

間
前
崇
徳
六
年
正
月
分
。

法
陽
日
記
目
半
巳
正
月
初
八
日
。

李
朝
実
録
仁
祖
二
十
一
年
十
月
戊
辰
。

清
史
稿
属
国
伝
朝
鮮
の
条
に
拠
る
。

崇
徳
年
聞
に
お
け
る
朝
鮮
の
歳
幣
に
つ
い
て
（
江
嶋
）

九


